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が第一哲学
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に属すると述べるだけでなく、第一哲学
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は一般自然学





















































































対するハイデガーの批判の焦点であり、また本稿の隠れた主題でもある。Kant 1974, Ⅲ , 


































































































8 『存在と時間』の中でハイデガーは、「真理と存在は同一のものである」（τὸ γὰρ αὐτὸ νοεῖν 






























P である」、「S は P でない」という命題はそれぞれ「S は P である、これは真














9  ハイデガーは真理と存在との諸関係を分析するさいに言明と訳される Aussage という語
を用いるが、これはホッブズの論理学では命題（proposition, propositio）を意味しており、
本来ならば命題と翻訳するのが望ましいかもしれない。本稿では、日本でのハイデガー
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、つまり理由（causa）の公示である。























































































































1975, 304 - 311.






















































の連続である「心の言説（discourse of the mind）」と諸名辞の連結である「言
葉の言説（discourse of the tongue）」とに区分し、後者は前者の過去の記憶
を心に喚起する記号であると論じていたが、バートマンは、彼が知覚の心理
学と呼ぶところの心の言説の領域をハイデガーは顧みなかったと指摘する










































































稿では便宜上、1. 名辞の分節（articulation of names）、2. 繋辞による連結





















discourse, discourse of the tongue）と端的に呼ばれる（EL 17 - 24; Lev 50, 
51）。
しかし諸名辞の計算という推論による哲学的探求は、第一哲学（first 





論抜きには遂行することができない（DCo 91; 81; Bertman 1989）。というの
も、確実な真理を一つの論証として提示すべき言葉の言説とは、我々が視覚、
聴覚など諸感覚を通して経験した心の中のさまざまな感覚的表象、すなわち
心の言説（mental discourse, discourse of the mind）が言葉の言説へと転移


























12 ザルカは、存在と認識、対象と思考、そして存在理由（ratio essendi）と認識理由（ratio 
cognoscendi）という二つの項を同一視するアリストテレスの形而上学に対して、ホッブ
ズはもの自体と人間の認識能力が算出したものとの明確な分離に基づいた形而上学を提
唱したと考え、それを「分離の形而上学（la métaphysique de la séparation）」と呼ぶ。






2. 偶有性または質の名辞、3. 幻像の名辞、4. 名辞の名辞という四つに分類
しているが、このうち存在の観念に最も深く関与しているカテゴリーは第二


























論証も含まれるからである（CDM 105 - 106）。自然的物体とその運動による
物理作用は、原初的なものの指示、すなわち命名作用の分析において我々は



















もしくは述語に主語が含まれていなければならない。つまり、「S は P であ
る」という命題があるとしたら、S ＝ P の関係か、もしくは S ⊂ P の関係が
成立していなければならない。この二つの条件のいずれかが満たされると
き、命題は真理（truth）と呼ばれ、そうでないときは虚偽（false）ないし背理







































































になる（DCo 131 - 132; 117）。もしある物体に変化が生じ、何らかの結果が引









































こと（to be a body, esse corpus）」や「物体性（corporiety, corporeitas）」とい
う普遍的な抽象名辞によって命名されなければならないが、そうした抽象名
辞が意味するのは、我々人間が感覚器官によって受容したさまざまな物体の





18 ホッブズの偶有性の観念の意味内容について論じたものとしては、Leijenhorst 2002, 























（esse amnimal rationale）」が「人間の本質（essentia hominis）」だからなので
ある（CDM 314）。
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とは、動物であることである（Esse hominem est esse animal）」という命題
が示すように、esse は「であること」として名詞を構成することもできるか
らである（CDM 312 - 313, 333 - 335; Zarka 1999, 113）。これは『物体論』第一部
しか考慮しなかったハイデガーも、また他のホッブズ研究者たちも熱心に着
目してこなかったことであるが、一方では、純粋に論理学的な観点から繋辞
19 ホッブズによるプラトンやアリストテレスの存在者（τὸ ὂν）と存在（τò εἰναι）の区分の









4 4 4 4 4
」や「動物であること
4 4 4 4 4
」の
意味、すなわち各々の名辞が異なる名辞で分節化されて名づけられたその特
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（Homo est animal）」という命題が真であるとき、「動物であること

















































































れられることが人類にとって最初の真理であったと述べる（DCo 36; 32; DH 

























までもないだろう。Leijenhorst 2002, 43 - 44.
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